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全
国
労
働
衛
生
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

９
月
を
全
国
労
働
衛
生
週
間
準
備
期
間

と
し
、
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
全
国
労

働
衛
生
週
間
が
実
施
さ
れ
、
労
働
者
の
健

康
管
理
や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
「
労
働

衛
生
」
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を
高
め
、
職

場
の
自
主
的
な
活
動
を
促
し
て
労
働
者
の

健
康
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

労
働
衛
生
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
ご
存

じ
で
す
か
？ 

「
推
し
て
ま
す 

み
ん
な
笑
顔
の 

健
康
職
場
」
で
す
。 

労
働
衛
生
週
間
が
終
わ
っ
て
も
活
動
に

終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
の
活

動
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

  

  

ま
た
、
10
月
は
健
康
強
調
月
間
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
期
間
に
、
健
康
保
険
組
合
等

で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
重
点
を
置
い

た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
、
今
か
ら
、
生
活
習
慣
を
変
え
て
い

き
、
健
康
職
場
の
形
成
へ
の
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

事
業
場
で
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
の
た

め
の
後
押
し
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
、

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健

康
診
断
の
実
施
及
び
健
康
診
断
結
果
に
つ

い
て
の
事
後
措
置
（
医
師
に
よ
る
意
見
の

聴
取
及
び
意
見
に
基
づ
く
就
労
上
の
措

置
）
を
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

災
害
速
報
（
令
和
６
年
９
月
末
） 

 

ア
ン
ダ
ー

を
め
ざ
し
て 

 

災
害
発
生
防
止
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
！ 

 

９
月
末
現
在
の
松
阪
労
働
基
準
監

督
署
管
内
の
休
業
４
日
以
上
の
死
傷

者
数
は

人
（
前
年
同
期
か
ら

16

人

減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
月
か
ら
、

26

人
増
加
し
ま
し
た
。
転
倒
に
よ
る
も

の
が
９
人
と
増
加
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

業
種
別
で
は
、
製
造
業
が

47

人
で
前

月
か
ら
９
人
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
道
路
貨
物
運
送
業
が

22

人
で

前
月
か
ら
２
人
増
加
、
小
売
業
が

20

人

で
７
人
増
加
、
社
会
福
祉
施
設
が
、
18

人
で
前
月
か
ら
１
人
増
加
、
建
設
業
が

17

人
で
前
月
か
ら
２
人
増
加
で
し
た
。 

 

ア
ン
ダ
ー

の
目
安
線
よ
り
も
か

な
り
増
加
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
ア
ン

ダ
ー

の
達
成
が
困
難
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
労
働
災
害
防
止
活
動

の
強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

９
月
の
報
告
で
は
、
転
倒
災
害
に
よ

る
も
の
が
９
人
と
大
幅
増
加
し
て
い

ま
す
の
で
、
整
理
整
頓
、
労
働
者
の
安

全
衛
生
教
育
訓
練
や
準
備
体
操
等
の

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

あわてず まつぞう 

まつさか まもる 
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10

月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
は
全
国
労
働
衛
生
週
間

で
す
。 

ノ
ー
リ
フ
ト
ケ
ア
導
入
研
修
会

の
開
催 

 
 

 

社
会
福
祉
施
設
で
の
令
和
５
年
の
休
業
４
日
以
上

労
働
災
害
は
27
人
で
、
腰
痛
等
を
含
む
「
動
作
の
反

動
・
無
理
な
動
作
」
が
合
計
９
人
発
生
し
て
お
り
、
社

会
福
祉
施
設
全
体
の
33
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
腰
痛
災
害
は
、
人
の
行
動
に
起
因
す
る
こ
と

か
ら
、
労
働
者
個
人
の
年
齢
、
体
力
、
運
動
能
力
等
の

影
響
を
受
け
や
す
く
、
具
体
的
な
防
止
対
策
が
講
じ

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
、
そ
の
対
策
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
で
は
腰
痛
災
害
防
止
対
策

の
導
入
促
進
を
図
る
た
め
、
研
修
会
を
、
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 日

時 

令
和
６
年
10
月
29
日 

（
火
）
午
後
１
時
30
分
か
ら 

午
後
４
時
30
分
ま
で 

場
所 

松
阪
合
同
庁
舎
１
階 

大
会
議
室
（
松
阪
市
高
町
四 

九
三
—
六
） 

 

 

講
師
に
は
、
介
護
の
専
門
家 

を
招
い
て
、
実
践
的
な
研
修
を 

実
施
し
ま
す
。 

第３回「はたらくひと」応募イラスト紹介 

 

    

 ▶身近な「はたらくひと」に「今日も一日安全に働こう」と思わせるイラスト（共催：松阪労働基準協会、建設業労働災害防止協会三重県支部松阪分
会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、松阪・多気地区の未就学児から募集し、多数のご応募をいただきました。松阪安衛

月報では、応募作品を紹介しています。 

行
動
災
害
防
止
研
修
会
の
開
催 

 
 

 

近
年
、
作
業
行
動
に
起
因
す
る
災
害
（
以
下
、
「
行

動
災
害
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
「
転
倒
」
及
び
腰
痛
等

を
含
む
「
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
」
が
松
阪
労
働

基
準
監
督
署
管
内
で
も
増
加
の
傾
向
を
認
め
、
昨
年

91
件
発
生
し
て
お
り
、
全
体
の
35
％
を
占
め
て
い
ま

す
。 ま

た
、
行
動
災
害
は
、
人
の
行
動
に
起
因
す
る
こ
と

か
ら
、
労
働
者
個
人
の
年
齢
、
体
力
、
運
動
能
力
等
の

影
響
を
受
け
や
す
く
、
具
体
的
な
防
止
対
策
が
講
じ

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
、
そ
の
対
策
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
で
は
行
動
災
害
防
止
対
策

の
取
り
組
み
促
進
を
図
る
た
め
、
研
修
会
を
、
左
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

日
時 

令
和
６
年
11
月
５
日
（
火
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま 

で 

場
所 

松
阪
合
同
庁
舎
１
階
大
会
議
室
（
松
阪
市 

高
町
四
九
三
—
六
） 

申
し
込
み
は
こ
ち
ら
→ 

 

 

10
月
10
日
は
、
転
倒
予
防
の
日 

職
場
で
の
転
倒
予
防
に
取
り
組
み 

ま
し
ょ
う
！ 


